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○：賛成　　×：反対　　※提出された修正案は否決
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一般会計(第４号)[128]、(第５号)[154]
特別会計
・国民健康保険事業(第１号)[129]
・中央卸売市場事業(第１号)[130]
・介護保険事業(第１号)[155]
企業会計
・水道事業(第１号)[156]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条
例
案

職員の旅費等に関する条例[131] ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条
例
改
正
案

特別職の職員の給与、旅費、費用弁償の額並び
にその支給方法に関する条例[132、157] ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ○ 可決※

市長等の給与に関する条例[133、158] ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ○ 可決
職員の給与に関する条例等[134]、建築物にお
ける駐車施設の附置及び管理に関する条例
[135]、建築基準法の施行に関する条例[136]、
火災予防条例[137]、森林等における火入れの
規制に関する条例[138]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
の
他
議
案

工事請負契約の締結に関する件[139]、工事請
負契約の締結に関する件の一部変更に関する
件[140～143]、指定管理者の指定に関する件
[144～150]、当せん金付証票の発売限度額に
関する件[152]、市道路線の認定に関する件
[153]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

指定管理者の指定に関する件[151] ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
諮問第１号 給与その他の給付に関する処分に
ついての審査請求に対する裁決に関する件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

異議な
いもの
と決定

議
員
提
出
議
案
等

第２号請願 市独自に中学校の給食費を無償と
する件
第３号請願 加齢性難聴者の補聴器購入に対す
る公的補助制度創設の件

× × × ○ × ○ × × × ○ × 不採択

意見書第４号 ＳＮＳ等の偽・誤情報、誹
ひ ぼ う

謗中傷
等への対策強化を求める件
意見書第５号 米の安定供給体制の確立と農業
基盤強化に向けた施策の推進を求める件
意見書第６号 脳脊髄液漏出症患者の救済を求
める件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

意見書第７号 「日本国国章損壊罪」について十
分な検討を求める件 ○ × ○3

×6 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員派遣の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会 派 別 賛 否 一 覧 表

会　派　名
(　)内は所属議員数

議　案　等
[　]内は議案番号

(13) (9) (9) (6) (6) (4) (3) (2) (1) (1) (1)

公明党
小野寺 利裕　議員

魅力ある青葉山エリアとするため、
音楽ホール等エリア一体での連携を
屋内遊び場の早期整備実現に向けた
最大限の取り組みを
仙台市・宮城県調整会議の開催検討
生徒・保護者の負担とならないよう
市立高校での端末貸与を継続すべき

ツキノワグマ対策と学校安全確保
バス路線再編と公共交通の維持向上
身寄りのない患者受け入れ体制整備
生活応援ポイントの商店街利用拡大
音楽ホール等複合施設の建設費抑制
教職員の負担軽減と専門職配置拡充
学校データ共有による心の健康観察

県との連携、市民への広報、人材育
成等を強化し、クマ対策に全力を
補聴器購入費助成制度を創設すべき
教員の長時間労働を改善し、こども
達と向き合う時間の確保を
障がい者グループホームの支援拡充
市民の誰もが安心して暮らせる共生
社会の実現に向けた取り組みの推進

対策本部を設置しクマ対策の強化を
（仮称）西公園屋内遊び場の計画地は
袋小路で浸水想定区域内。周辺道路
の混雑回避と緊急時の安全対策を。
教員ＯＢ等の人材活用で課題解決を
在宅避難とマンション防災の強化を
部活動地域展開の具体的検討を

市長給与は令和８年度分で170万円
以上増える。引き上げない決断を。
一般会計から繰り入れを増やし市バ
スの経営を支え、運賃値上げ中止を
全市民を対象に商品券を配布せよ
福祉灯油で市民の命と健康を守れ
学校給食費無償化、保育料第２子以
降無償化の確実で速やかな実施を

防災庁の東日本への地方拠点設置にあたり、東日本大震災の経験と教訓を
基に防災環境都市づくりを進めている本市への誘致を。

国は令和８年度からの小学校給食費無償化を発表したが、制度の詳細や財
源は不明確であり、自治体に財政負担が求められるとの一部報道もある。
保護者負担が生じない設計であるべきだが、本市としての考えはどうか。

宿泊費の一部を割り引く宿泊促進キャンペーンの経済効果を最大化するた
め、過去の実績等を踏まえ事業者への割引原資の配分方法を検討すべき。

パブリックコメントでは、疑問や不安、課題を指摘する意見が多数寄せら
れた。市民の理解を欠いたまま制度を導入することは問題である。制度導
入は今一度立ち止まり、倫理・安全・公平性を軸に抜本的見直しを。

「みやぎポイント」を活用して市民に3,000円を給付する施策は、任意であ
るはずのマイナンバーカードの取得が前提。支援の在り方に問題がある。

学校において全教員を統括し、児童生徒に対してより良い教育環境の提供
に力を尽くしている校長、教頭の管理職手当を他都市と同水準にすべき。

事業者負担が重く支援が届きにくい制度課題を解消し、中小企業へのさら
なる支援の充実と事業効果の検証を求める。

インフルエンザ予防接種は、外来診療や入院に係る市の医療費負担の抑制
にもつながる先行投資であり、強化すべき。まずは、こどもや、新生児の
重症化予防にも効果がある妊婦を対象に、少額の助成制度新設を求める。

音楽ホール等複合施設の整備事業は、事業費、財源計画、運営収支、本市
財政への影響等の説明を欠いたまま進められている。事業規模の縮小や計
画の見直しを含めて、白紙から再検討すべきだ。

音楽ホール等複合施設の概算建設工事費は基本計画から約200億円増額さ
れ548億円となり、さらに青天井で増える可能性がある。建設を中止せよ。

国は国内２カ所の地方拠点等の設置を検討しており、県と共に改めて国に
直接要望する。地方拠点等が本市に設置されることで、東日本大震災で培
われた知見が国全体の施策に生かされるとともに、国との連携により本市
の防災減災力の向上にも資するため、引き続き誘致に取り組む。

保護者や自治体の負担が生じないよう、全額を国が負担することが基本と
考えており、令和７年11月には指定都市市長会を代表して要望を行った。
引き続き他都市等と連携しながら、国に対して強く求めていく。

今回のキャンペーンでは約２万７千人の利用を想定し、約16億円の経済効
果を見込む。割引原資の配分についても、宿泊施設の定員に加え、過去の
利用実績を加味するなどの工夫により執行率を高め、効果の最大化を図る。

自由民主党
脱炭素社会の実現は喫緊の課題であり、本制度は必要な施策であると考え
ている。制度実施に向け、市民の懸念を払拭するための情報発信を行うと
ともに、制度の必要性を周知し、市民の理解の下で取り組みたい。

迅速な支援を行うためマイナンバーカードを活用したポイント付与を採用
した。ポイントは家族のスマートフォンでも受け取り可能であるほか、区
役所・総合支所へのアプリ操作等に不安がある方向けの相談窓口の設置や、
相談会の実施等により、多くの市民が利用できるよう取り組む。

学校運営の中核を担う管理職は、児童生徒の安全確保や保護者対応など高
度な責任を負っているが、近年は働き方改革や学校課題の複雑化により、
その負担は一層増加している。一方、本市の教員の管理職手当は他の政令
市と比較して極めて低い水準にあり、改善は必要不可欠と認識している。
引き上げの実現に向け、人事委員会と協議を進めていく。

内藤 良介　議員

賃金引き上げに取り組む事業者に対する国補助金への上乗せ支給を市内事
業者が機を逃すことなく有効に活用できるよう、制度の周知広報に努める。
また、効果検証についてはこれまで事業終了後に事業者へヒアリング等を
行っており、優良事例は補助金活用事例集にまとめてＨＰ等で紹介してい
る。引き続き国等と連携し、効果的な中小企業支援となるように取り組む。

本市の予防接種に対する助成は、有効性、安全性等の検討結果に基づき、
国が予防接種法の定期接種に位置付けたワクチンを対象としており、イン
フルエンザ予防接種は重症化リスクが高いとされる65歳以上を助成対象
としている。引き続き国の動向を注視しつつ、感染拡大予防に努める。

青葉山エリアは仙台の都市個性を象徴する場所であり、施設整備により交
流人口のさらなる拡大が期待される。経済界の声も伺いながら、都心部と
の回遊性を高め、施設整備の効果を最大限生かしたい。引き続き、持続可
能な財政運営を確保しつつ、本施設の実現に向けて取り組む。

本施設は市民から長年待ち望まれ、文化芸術と災害文化が融合した文化を
創造発信する拠点として、市民の創造的活動を後押しする場となるほか、
地域経済への貢献も大きい。費用縮減や財源確保に努めながら、まちに新
たな魅力や活力をもたらす施設となるよう、整備を着実に進める。

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

代表質疑のうち、
主なものを掲載しています。 代表質疑ってなに？

中継映像はこちら
会派を代表して議案について
質疑を行うものです。

議案は５つの常任委員会に分割して付託されます。
常任委員会では付託された議案を審査し、委員会として
の賛成・反対を決めます。

※各議案の名称は、会派別賛否一覧表をご覧ください。

総務財政委員会 付託された議案のうち、第 106号議案およ
び第 107号議案は賛成多数で、第 109号
議案は全会一致で、原案のとおり本会議で
可決すべきものと決定。

付託された議案は、全会一致で、原案のと
おり本会議で可決すべきものと決定。
●ステーション機能を有する教室へのエア
コン整備のスピード感

付託された議案のうち、第 123号議案は全
会一致で、第 106号議案は可否同数のため、
委員長の裁決により、原案のとおり本会議
で可決すべきものと決定。

付託された議案は、全会一致で、原案のと
おり本会議で可決すべきものと決定
●夜間などにも利用できる産後ケア事業の
概要と利用状況

付託された議案は、全会一致で、原案のと
おり本会議で可決すべきものと決定。
●勾当台公園の喫煙所移設への対応

付託された議案　
第 106・107・109号

市民教育委員会
付託された議案　第 106・108・
116～ 122・124号

健康福祉委員会
付託された議案　
第 106・110・112・113号

経済環境委員会
付託された議案　
第 106・123号

都市整備建設委員会
付託された議案　
第 111・114・115・125号

￥

常任委員会で審議しました

※各議案等の名称は、会派別賛否一覧表をご覧ください。

総務財政委員会 付託された議案のうち第132・133・157・158
号議案は賛成多数で、その他 11議案は全て
全会一致で、原案のとおり本会議で可決すべ
き・異議ないものと決すべきものと決定。

付託された議案のうち第151号議案は賛成
多数で、その他５議案は全て全会一致で、
原案のとおり本会議で可決すべきもの、付
託された請願は不採択とすべきものと決定。

●主な質疑項目

付託された議案は全会一致で、原案のとお
り本会議で可決すべきものと決定。
●クマ被害による農作物・観光業への影響
●中小自営業者の支援と事業者の声の把握

付託された議案は全会一致で、原案のとお
り本会議で可決すべきもの、付託された請
願は不採択とすべきものと決定。
●物価高に対する子育て家庭における支援

付託された議案は全会一致で、原案のとお
り本会議で可決すべきものと決定。
●継続的な水道料金減免の実施
●減免の効果を行き渡らせる努力

付託された議案　第128～134・
140 ～ 142・152・154・157・
158号・諮問第1号

市民教育委員会

健康福祉委員会
付託された議案等　第128・145
～147・154・155・第 3号請願

経済環境委員会
付託された議案　
第128・138・148・154号

都市整備建設委員会
付託された議案　第135・136・
139・149・150・153・154・156号

￥

常任委員会で審議しました
議案は５つの常任委員会に分割して付託されます。
常任委員会では付託された議案を審査し、委員会として
の賛成・反対を決めます。

付託された議案等　第128・137・
143・144・151・154号・第２号請願

防災庁設置準備担当大臣への
要望活動の様子

小学校に引き続き
中学校多子世帯の給食費無償化を求める

補聴器は高額のため
購入費助成制度の創設が必要

リサイクル制度が確立されていない
廃棄太陽光パネル

音楽ホール等複合施設の建設工事費の推
移。基礎調査時から既に倍以上に膨張。

132億円増

2015年 2024年5月 2025年11月

218218

音楽ホール等複合施設の建設工事費の概算
（億円）

350350

548548
198億円増

？

完成

その他の主な質疑項目

その他の主な質疑項目

その他の主な質疑項目

その他の主な質疑項目

防災庁誘致に向けて一層力を入れて取り組むべき

国の学校給食費無償化に対する受け止めと本市の負担

宿泊促進キャンペーンの経済効果を最大化せよ

新築住宅への太陽光パネル設置義務化制度の再検討を

物価高騰からくらしと仕事を守る施策を等しく全市民に

時機を逸せず教職員の管理職手当の引き上げを

事業者支援と賃上げ策の実効性確保

その他の主な質疑項目

インフルエンザ予防接種への助成制度の新設

音楽ホール等複合施設の再検討を

あまりにも事業費が膨張した音楽ホール等は建設中止を

用 語 解 説用 語 解 説
●フェーズフリー（注1）（P4）
「平時と非常時の境界」（フェーズ）を「解放」（フリーに）するという意味で、
日常で使用しているものを災害時に役立てるという考え方。

●あしらせ（注2）（P4）
視覚障害者の歩行をサポートする靴装着型のナビゲーションデバイス。

●ニューロダイバーシティ（注3）（P4）
発達障害などの非定型的な発達を脳や神経（ニューロ）の違いによる個性と
して社会の中で生かす考え方。企業の採用活動に関し注目されている。

●コード化点字ブロック（注4）（P4）
視覚障害者が安全に移動できるよう、既存の点字ブロックに丸や三角マー
クを張り付けて専用アプリで読み取ると音声案内を聞くことができるもの。

●ＳＡＦ化（注5）（P4）
Sustainable Aviation Fuelの略。持続可能な航空燃料のこと。廃食油、木く
ずなどを主な原料として製造され、化石燃料と比べ、ＣＯ2削減効果がある。

Instagram
＠ sendai_shigikai ＠ sendai_shigikai

Ｘ（旧 Twitter）


